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研究成果の概要（和文）： 

 聴覚障害者（発話障害者）の他者（一般人）への意思伝達を容易にすることを目的として，

指文字動作の認識システムを開発した．本システムは，ユーザが指文字動作を行うと，そのユ

ーザが身体に装着するカメラでその動作を撮影し，各指文字を分離して認識を行い，結果をデ

ィスプレイに表示する．カメラがユーザ（発話障害者）側にあるというのが，従来の手話認識

システムと異なる点である．実験では認識率８９％という良好な結果が得られた． 

 

研究成果の概要（英文）： 
  In order to help a person who has some speech disorder communicate to anyone, a system is 

proposed which recognizes finger-spellings. The proposed system takes a video of finger-spelling 

motion by a camera fixed on the body of a finger-speller, segments the video into respective 

finger-spells, recognizes each segmented finger-spell and displays the results. This system differs from 

any other finger-spelling recognition systems in that a motion taking camera is on a finger-speller’s side. 

In the experiment, the proposed system achieved 89% with the recognition rate. 
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１．研究開始当初の背景 

手話は聴覚障害者の言語である．聴覚障害

者がそうでない人（一般人）に意思を伝達す

るには，一般人が手話を理解する必要がある．

しかしこれは，外国語をマスターするほどの

難しさがある．そこで，手話の自動認識と翻

訳をおこなうカメラ・コンピュータシステム

の開発が，コンピュータビジョンの分野で行

われてきた．これを使えば，聴覚障害者の手

話が言語に翻訳され，一般人が理解できる．
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しかしこれは聴き手（一般人）の側に立った

システムであり，聴覚障害者はこのシステム

を持つ人にしか意思伝達ができない．これに

対し本研究のアイデアは，自分が行う手話を

自動認識し言語に翻訳する，聴覚障害者側に

装備されたカメラ・コンピュータシステムで

ある．本アイデアと従来法の違いを図１に示

す．同図(a)は従来のシステム，(b)は提案する

システムである． 

 手話認識システムの研究開発は，幾つかの

大学等で行われているが，どれも相手側から

手話映像を観察することを前提としている．

唯一，手話行為者の帽子のつばに下向きのカ

メラを固定したシステムが Georgia 工科大学

で提案されているが，カメラ位置が悪いため

加速度センサを併用しなければならない． 

申請者はこれまでに，コンピュータビジョ

ンの分野で，人の動作・挙動の立体モデル

化・表現・認識を行う手法の開発を行ってき

た．また車載カメラ映像を用いて，背景推定

による歩行者等の抽出を行う手法の開発を

行ってきた．これらの研究の過程で，手話と

いう動作をその行為者側からカメラで撮影

し認識すれば，その結果を言語化することに

より，手話の行為者が不特定の人に（誰にで

も）意思を伝達できるというアイデアを得る

に到った． 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は，聴覚障害者（発話障害者）

側からの手話認識システムの開発である．す

なわち，このシステムは聴覚障害者が所持し，

その人が行う手話を自動認識し言語化して

一般人に発信するシステムである．これが実

現すれば，聴覚障害者は誰にでも自分の意思

を伝達できるようになり，聴覚障害者の QOL

（生活の質）が格段に向上する． 

 

３．研究の方法 

(1) カメラ位置の検討 

手話行為者が装備するカメラの位置につ

いて実験的に検討する．  

(2) 指文字認識法の開発 

 手話のうち，指文字を対象として，その認

識法を開発する．指文字は手指の形で五十音

を表す方法であり，動きを伴わない静止画で

与えられるパターンと動きを伴うパターン

がある．それぞれに適した認識法を考案する．

指文字の例を図２に示す． 

(3) 指文字動作のセグメンテーション法の

開発 

 ビデオ映像で与えられる連続指文字動作

から，各指文字を分離する方法を開発する． 
 
４．研究成果 

(1) カメラ位置の検討 

手話行為者が身体に装着するカメラの位

置および向きについて実験的に検討し，手話

動作が自然な位置・姿勢でできるように，胸

中央部で前方斜め下向きにカメラを固定す

ることにした．カメラの装着例を図３に示す． 

(2) 指文字認識法の開発 

 指文字を対象として，動きを伴わない静止

指文字には手形状のシルエット表現，また動

きを伴う指文字には動作履歴画像（Motion 

History Image: MHI）表現を適用し，それぞれ

特徴ベクトル化して固有空間を用いて認識を

行う方法を考案し，５名のユーザごとの個別

の指文字認識実験（一人のべ２２５文字）を

行って，平均８９％の認識率を得た．  

(3) 指文字動作のセグメンテーション法の開

発 

 ビデオ映像で与えられる連続する指文字動

作を各指文字に分割するために，フレーム間

の差分画像の面積等を評価して分割する方法

を考案し，実験的にその性能を評価して９１

％の分離率を得た． 

 指文字動作を，(3)で開発した方法で各指文

字に分割し，(2)で開発した方法で認識を行っ

た例を図４に示す． 

 

以上のように，指文字のセグメンテーショ

ン法及び認識法を開発し，良好な実験結果が

得られた．(2)において，ユーザごとの個別の

認識実験を行った理由は，提案する「手話行

為者側からの手話認識システム」は，ユーザ

ごとに個別化されたシステムとなるのが目標

であるためである．個別化すれば，各ユーザ

の手形状や手動作の癖を考慮した認識システ

ムの構築が可能となるため，高い認識率が期

待できる． 

今後は，手法を更に洗練して認識率の向上

を図るとともに，任意背景下で手部を安定に

抽出する手法を考案し，国内外に類似例のな

い，聴覚障害者（発話障害者）のための意思

伝達システムとして，実用化につなげたい． 

 
 

 
 



 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 
 

図２．指文字の例． 

 

 
 

 

図３．自己装着カメラの位置と向き． 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

図１(a)．従来の手話認識システム．カ

メラ・PC システムで一般人側から手話

行為者の手話を認識する． 

この方は，郵便局
はどこかと尋ね
ています． 

手話行為者 一般人 

カメラ モバイル PC 

図１(b)．提案の手話認識システム．カ

メラ・PC システムで手話行為者側から

自分の手話を認識し，発信する． 

郵便局はど
こですか． 
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図４．指文字動作「こんにちは」の認識結果． 
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